
　　　　　　　　　　

真
室
川
町
長
　
３
期
目
の
所
信
表
明 

（11月30日就任） 

町長  井 上　 薫 

　
三
期
目
の
町
長
就
任
に
あ
た
り
、
多
く
の
町

民
の
皆
様
か
ら
力
強
い
激
励
と
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
私
の
政
治
姿
勢
と
信
条
で
あ
る
「
小
さ
い
な

が
ら
も
、
地
域
の
隅
々
ま
で
き
め
細
や
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
す
べ
て
の
町
民
が
安
全

・
安
心
し
て
将
来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
継
続
し
、
第
５
次
総
合
計
画
で
定
め
た

将
来
像
「
人
が
輝
き  
町
が
輝
き
　
未
来
が
輝

く
　
ま
む
ろ
川
」を
目
指
し
、「
人
と
地
域
と
自

然
が
輝
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢

と
し
て
、
次
の
６
項
目
を
基
本
目
標
と
し
て
、

目
的
と
成
果
が
わ
か
り
や
す
い
政
策
を
さ
ら
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

※
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー 

　
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
等
を
適
切
な
割
合
で
混
合
し
、
牛
の
養
分
要
求 

量
に
合
う
よ
う
に
調
製
し
た
飼
料（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
：T

o
ta
l M
ix
e
d
 R
a
tio
ns

） 

を
地
域
の
飼
養
農
家
に
供
給
す
る
組
織
。 
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PROFILE

1955年町内新橋通り生まれ。山
形県立新庄工業高等学校卒業。
74年最上電気株式会社に入社。
97年真室川町議会議員に初当選。
05年真室川町長選で初当選。09
年無投票で再選。２期目は、「町
民とともに行動して活力あるま
ちづくり」を基本理念としてめ
ざし、9つの基本制作を推進して
きた。日本赤十字社山形県支部
評議員、新庄・湯沢地域間高規
格幹線道路建設促進同盟会副会
長等を歴任。趣味は、山登り、
野菜作り、鮎釣りと多趣味。58歳 

   

　
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
と
し
て
、
米

の
良
質
米
生
産
を
基
本
と
し
た
米
と
園
芸
作
物
や
畜
産

に
よ
る
複
合
経
営
を
推
進
し
、
農
業
所
得
を
向
上
す
る

た
め
に
、
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
平
成
29
年
11
月
に
、
第
19
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
畜
産
振
興
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
取
り
組
ん
で
い

る
耕
畜
連
携
強
化
で
あ
る
自
給
飼
料
作
物
の
生
産
供
給

を
確
立
す
る
※
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
め
ざ

し
ま
す
。 

　
商
工
業
振
興
と
し
て
、
地
元
企
業
の
事
業
拡
大
と
雇

用
創
出
・
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
町
有
施
設
を
有
効

に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
林
業
振
興
策
と
し
て
、
林
道
整
備
の
継
続
と
や
ま
が

た
緑
環
境
税
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
梅
里
苑
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
利
用
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。 

　
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
新
た
な
発
想
・
視
点
に
よ

る
商
品
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
新
た
な
産

業
の
創
出
と
所
得
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。 
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て
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こ
れ
ま
で
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
の
負
担
軽

減
等
各
種
施
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
の
強
化
と
し
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
子
ど
も
の
発
育
と
発

達
を
支
援
し
、
円
滑
な
就
学
・
学
校
生
活
に
つ
な
げ
る

た
め
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
が
連
携
す

る
体
制
を
整
備
し
、
子
ど
も
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に

付
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
町
立
病
院
の
医
師
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
安
定
確
保
し
、

町
立
病
院
の
運
営
安
定
化
と
診
療
所
の
存
続
を
図
り
、

地
域
医
療
体
制
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
あ
た
り
、
学
習
指
導
員

や
英
語
指
導
補
助
員
等
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
学
習

指
導
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
や
小

中
連
携
教
育
等
を
充
実
す
る
「
梅
の
里
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
は
学
習
支
援

員
を
配
置
し
、
個
別
指
導
や
生
活
支
援
を
充
実
さ
せ
な

が
ら
、
「
一
人
ひ
と
り
の
伸
び
る
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
」
教
育
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
の
充
実
と
し
て
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
の

「
一
人
１
学
習
・
１
ス
ポ
ー
ツ
・
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
専
門
性
の
高
い
職
員
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
に

よ
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
地
域
活
動
を
支
援
す
る
「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
を
継
続
し
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
や
公
民

館
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
、
行
政
委
員
会
や
各
種

委
員
会
で
の
女
性
委
員
比
率
の
目
標
を
30
％
以
上
と
し

て
審
議
内
容
の
充
実
と
活
発
化
を
図
り
ま
す
。 

　
平
成
29
年
２
月
に
、
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。 

   

　「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
内
88

カ
所
の
橋
の
修
繕
工
事
を
進
め
、
安
全
な
交
通
体
制
の

整
備
を
促
進
し
ま
す
。 

　
生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
安
心
・
安
定
し
た
飲
料
水

提
供
の
た
め
、
釜
渕
・
及
位
地
区
の
簡
易
水
道
を
真
室

川
地
区
と
連
結
す
る
上
水
道
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
水
道
未
給
水
地
区
に
滅
菌
処
理
装
置
の
全
額
購
入

補
助
を
行
い
ま
す
。 

　
住
環
境
向
上
の
み
な
ら
ず
、
建
築
業
を
中
心
と
し
た

町
内
経
済
へ
高
い
波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
住
環
境

快
適
サ
ポ
ー
ト
助
成
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
防
災
体
制
の
整
備
で
は
、
各
種
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、

自
助
・
共
助
・
公
助
が
互
い
に
連
携
す
る
た
め
、
も
し

も
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
体
制
を
組
織
化
す

る
「
自
主
防
災
組
織
連
合
会
」
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

   

　
ま
む
ろ
が
わ
大
使
、
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

活
躍
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
よ
る
攻
め
の
Ｐ

Ｒ
で
真
室
川
町
の
認
知
度
を
ア
ッ
プ
し
、
真
室
川
音
頭

全
国
大
会
の
東
京
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。 

   

　
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
収
納
率
向
上
対
策

を
さ
ら
に
強
化
し
、
行
政
課
題
を
効
率
的
に
解
決
す
る

た
め
、
職
員
の
資
質

向
上
、
人
材
育
成
、

組
織
機
構
の
見
直
し
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
り
、
施
策
の
効

果
が
見
え
る
事
業
と

予
算
の
効
果
的
執
行

に
よ
り
行
財
政
力
の

維
持
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

６次産業化意見交換会のようす 
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